
１ 評価方法 

№ 評価項目 主な内容 配 点 

１ 基本事項 

実施方針 

システム導入の目的である「業務

の効率化、サービスの質の向上を

図ること」が達成できる内容とな

っているか。 

５点 

導入実績 
同様のシステムを構築した実績は

十分であるか。 
２０点 

業務実施体制 
業務を効率的に遂行可能な実施体

制となっているか。 
５点 

利便性・操作性 
利用者が使いやすいシステムであ

るか。 
２０点 

２ 
サポー

ト・保守 

スケジュール 
目的達成のために問題ないスケジ

ュールとなっているか。 
１０点 

データ登録 
職員が負担なく登録できる仕様で

あるか。 
５点 

操作研修 
導入促進効果の期待できる研修内

容であるか。 
５点 

運用支援 
導入前後の運用支援体制は十分な

ものであるか。 
１５点 

保守 保守体制は十分なものであるか。 １０点 

３ 
セキュリ

ティ 
情報セキュリティ 

情報セキュリティ対策は十分であ

るか。 
１０点 

４ 
シ ス テ ム

機能 

機能要件 
機能要件回答票の要件をどの程度

満たしているか。 
１０点 

追加提案 仕様書及び機能要件回答表以外の １０点  



２ 評価の基準 

採点区分 特に優秀 優秀 普通 少し劣る 劣る 

５点の場合 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

１０点の場合 １０点 ８点 ６点 ４点 ２点 

３ その他 

⑴ 「５ 見積金額」については、提出された見積書の金額について、次の計

算式により事務局が評価する。 

 価格点＝配点×最低見積者の見積金額／提案事業者の見積金額 

⑵ 主な内容ごとに評価点を合計するものとする。 

⑶ 見積金額が予算の上限を超える提案をした者及び総合評価表の合計点が

５割に満たない者は失格とする。 

 

機能について、業務を進める上で

有利となる提案がなされている

か。 

５ 見積金額 導入・運用費用 
導入・運用費用は妥当なものであ

るか。 
２５点 

合 計  １５０点 


